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■一般事項 

１. 工事概要 

中央監視装置本体及びネットワークコントローラー（ジョンソンコントロールズ㈱製）を更新する 

もの 

２. 工事場所 

山形県鶴岡市泉町４番２０号 鶴岡市立荘内病院 

３. 遵守法令 

地方自治法及び鶴岡市立荘内病院契約規程において準用する鶴岡市契約に関する規則同約款並びに、

工事実施にあたり適用される関係法令、規則を遵守する義務を負う。 

４. 下請契約の遵守 

受注者は「山形県建設工事標準下請契約約款」並びに、「鶴岡市建設工事元請下請関係適正化指導要

綱」を遵守のこと。また、国土交通省総合政策局建設業務課作成の「建設業法令遵守ガイドライン」に

基づくチェックリストを作成の上、下請指導責任者を選任し、監督職員の承諾を得ること。 

５. 官公庁への手続き 

工事の施工に必要な官公署その他への手続きは、速やかに行うこと。 

６. 入札保証金 

免 除 

７. 契約保証 

鶴岡市建設工事請負契約約款第４条による保証を付すること。 

８. 前金払い・中間前金払い 

前金払いについては、鶴岡市建設工事請負契約約款第３６条第１項及び第２項による。 

また、中間前金払いについては、鶴岡市建設工事請負契約約款第３６条第３項及び第４項による。 

但し支払い区分は別表（１）による。 

９. 部分払い 

支払い方法は鶴岡市建設工事請負契約約款第３９条及び第４３条による。 

但し支払い区分は別表（１）による。 

１０. 下請負の禁止 

工事の大部分又は、全部を一括して第三者に委任し、又は請け負わせてはならない。契約約款第７条

の通り。 

１１. 設計変更について 

設計変更については、鶴岡市建設工事請負契約約款によるところではあるが、その基本的な考え方や

手続きについては、「営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン」（平成２７年５月（平成２９年

３月一部改定）国土交通省官庁営繕部）によるものとする。工事の取り合わせ等による軽微な変更が生

じた場合、設計変更は行わない。 

11-2. 賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更 

賃金又は物価の変動に基づく請負代金額の変更は下記記載の鶴岡市建設工事請負契約約款第２６条 

第５項、第６項に記載のとおり。 

第２６条 

５．特別な要因により工期内に主要な工事材料の日本国内における価格に著しい変動を生じ、請負 

代金が不適当となったときは、発注者又は受注者は、前各項の規定によるほか、請負代金額の変更 

を請求することができる。 

６．予期することのできない特別の事情により、工期内に日本国内において急激なインフレーショ 

ン又はデフレーションを生じ、請負代金額が著しく不適当となったときは、発注者又は受注者は、 
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前各項の規定にかかわらず、請負代金額の変更を請求することができる。 

１２. 現場代理人の常駐義務 

鶴岡市建設工事請負契約約款第１１条により、現場に現場代理人（有資格者）を常駐させること。 

ただし、発注者が常駐を要しないと判断した期間は、この限りではない。 

１３. 主任技術者 

建設業法に基づき、主任技術者の有資格者を配置すること。 

１４. 監理技術者 

建設業法に基づき、監理技術者の有資格者を専任で配置すること。尚、下請業者についても再下請の 

額により建設業法に基づく監理技術者等の専任が必要となる場合もあるのでこれについても十分留意 

すること。 

また、本工事おいて建設業法第２６条第３項ただし書の規定の運用を受ける監理技術者については、

「鶴岡市発注工事における監理技術者および監理技術者を補佐する者の取扱いについて」より、兼務を

認める。 

１５. 労働災害の防止 

受注者は労働災害の未然防止に最善の処置をなすこと。また、労働安全衛生法に定められた有資格者

を選任し、監督職員にその内容（権限、職務担当、資格、免許等）を明記した書面を提出し承認を得る

こと。 

１６. 設計図の製本 

受注者は当該工事設計図書２部を製本の上、契約締結の日から７日以内に提出のこと。 

１７. 共同企業体の運営委員会 

共同企業体の代表者は、契約締結後すみやかに共同企業体編成表（運営委員会の組織及び運営規則） 

を提出し承認を得ること。 

１８. 工事の出来高に伴う所有権 

工事目的物に対し、部分払いを行った出来高部分の所有権は部分払いを行った時点において発注者に

帰属するものとする。尚、所有権の移転後といえども竣工検査に合格し目的物すべてを引き渡すまでは、

その部分についても善良なる管理者の注意をもって管理をなし、若し損害等を与えた時はすべての損害

を賠償すること。 

１９. 建設業退職金共済制度の適用 

中小企業退職金共済法に基づいて国がつくった「建設業退職金共済制度」である建設業退職金共済組

合にかかる掛金について、工事に必要な作業員に係る掛金収納書を、契約締結後１ヶ月以内に提示する

こと。 

２０. 火災保険等 

鶴岡市建設工事請負契約約款第５３条による火災保険等を付すること。保険対象期間は、現場乗り 

込み時期から竣工期限＋１４日とする。 

２１. 質問について 

別紙のとおり 

２２. 入札日及び入札場所 

別紙のとおり 

２３. 入札書宛名 

鶴岡市病院事業管理者  八 木 実 

２４. 工事名 

鶴岡市立荘内病院中央監視装置本体及びネットワークコントローラー更新工事 
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２５. 竣工期日 

令和６年 ３月２５日（月） 

２６. 設計図書の返還 

現場説明時交付した設計図、現場説明事項書等がある場合は、入札当日、会社名記入の上総務課に返

還のこと。 

 

※積算上の留意点 

数量公開に伴う数量は参考数量であって、設計書ではありません。内容の如何にかかわらず、契約上

何等の約束をするものではありません。また、数量はすべて所要数量です。これは「建築数量積算基準」

に基づく標準割り増しを含んでいます。 

数量内訳書の内容に疑問のある場合は、質問日に「数量内訳書に関する質問書」を作成し、総務課施

設係に提出してください。 

「数量内訳書に関する質問書」を提出する場合は、公開範囲内の内訳書及びその根拠となる資料を添

付して下さい。根拠となる資料とは、部位別、階別の集計表です。添付資料のない「数量内訳書に関す

る質問書」は受付できません。 

「数量内訳書に関する質問書」の質問内容によっては、追加資料の提出を求める場合があります。
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■現場事項 

１. 設計図書の優先順位 

1  現場説明事項及び質疑応答書 

2  特記仕様書 

3 設計図 

4  国土交通大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書」及び「公共建築改修工事標準仕様書」、

「建築物解体工事共通仕様書」（最新版） 

5  金抜き設計書（参考） 

２. 書面の原則  

工事進行上の質疑、指示、請求などは必ず書面により行うこととする。 

３. 監理事務所 

設置しない。 

４. 仮囲い 

安全を確保するため、工事対象物の周囲にバリケード等を設置すること。また、通行人等の見やすい 

場所に、工事名、発注者等を示す表示板及び各種法令に基づく表示をすること。合わせて、工事概要を 

表示すること。 

５. 工事車両の運行 

道路管理者と事前協議のうえ、運行経路等その指示によること。交通事故防止に十分留意のこと。工

事着工前、監督員立ち会いの上道路現況の実測、写真記録を提出のこと。 

６. 第三者への責任 

工事による振動、騒音、粉じん、その他院内環境への影響には特に注意すること。また、附近住民、

道路利用者等第三者に対するトラブルについては、受注者の責任において解決すること。 

７. 労働災害の防止 

現場の安全、衛生、災害の防止には最善の措置をなし、各々の責任者を終日現場に勤務させること。

併せて、労働安全衛生法等、定められた関係書類を監督官庁に提出し承認された写しを監督職員に提出

のこと。 

８. 仮設電力・用水 

現場事務所などの院外工事用電力は最寄りの電柱より分岐使用することとし、これに要する手続、経

費等は請負人の負担とする。工事用水施設設置に要する費用（工事費、水道料、基本料）も請負者の負

担とする。 

院内の工事施工用電力及び用水は、病院既設のコンセント及び水栓を使用して良い。この場合の費用

（電気料、水道料、基本料）は、病院が負担する。 

病院既設コンセントを使用の際は、漏電ブレーカを設置すること。 

９. 原形復旧 

院内施設や道路、側溝等を損傷した場合は、その都度速やかに復旧し、工事用地は建物竣工までに着

工前の状態に修復のこと。（釘・木片・コンクリ－ト・くず等残さぬようにすること）。 

１０. 工事用地 

図示のとおり。 

１１. 施工計画書 

着工に先立ち、総合施工計画書や工種別施工計画書をすみやかに提出し承認を得ること。 
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１２. 工程表 

契約後直ちに全期間の実施工程表を提出し承認を得ること。また、補足として工程会議を２週間ごと

に開催する場合は、その都度、詳細な工程表を提出のこと。 

１３. 工事日報 

工事全般の進行状況を毎日記録した日報を作成し、月末にとりまとめ保管のこと。また、監督職員が

求めた場合は随時提出すること。 

１４. 施工図及び現寸図 

施工図、現寸図、見本等は早めに提出し承認を得ること。 

１５. 材料検査及び立会検査 

1) 契約約款第 14 条により監督職員の検査をうけ合格したものでなければ使用できない。但し製作工

程で試験検査を実施しなければならない材料、製品についてはすべて請負者の自主検査実施とし、

その結果を報告し承諾を得ること。 

2) 試験によらなければ設計図書に定められた条件に適合する事が確認出来ないものは公的試験の品

質、規格、性能証明書、強度試験成績書等を提出すること。 

3) 各設備工事も同様である。 

4) 自主検査を必要とするものは別途指示する。 

１６. 保証書 

防水工事等責任施工で保証期間を指定されたものは、受注者及び施工業者連名で保証書を提出するこ

と。 

１７. 鉄骨加工組立業者 

鉄骨加工、組立施工業者は、社団法人全国鉄鋼工業連合会認定の業者で且つ、監督職員の承諾をうけ

た者とする。 

１８. 超音波深傷検査 

鉄骨溶接部分がある場合は、非破壊検査を実施しなければならない。これを実施する場合は監督職員

の立合いを求め、合格してから次の工程に進むものとする。尚、全溶接部分の探傷検査報告書を提出し

承認をうけること。 

１９. 写真等 

工事着工前から完成までの工程写真を詳細に（各設備工事も同じ）撮影し、説明をつけアルバムには

り完成時、２部提出のこと。 

２０. 竣工図・施工図 

竣工と同時に製本のうえ提出のこと。表紙，背表紙（黒色）に打文字（銀色）又は印刷で工事名明記

のこと。 

竣工図提出部数は２部とし、竣工図のＰＤＦデータ、CAD データをＣＤ-ROMで提出のこと。 

提出部数、仕様は、「工事引継書類作成・整理要領」の通り。 

２１. 契約不適合責任の検査 

工事目的物引渡後１年目及び２年目にて瑕疵担保の検査を行い、その結果受注者の責任による補修等

が発生した場合は契約約款第４６条を適用する。 

２２. 引き渡し 

竣工検査合格後、下記のものを添付すること。（該当する場合に限る。） 

   1. 工事引渡書及びリスト表 

   2. 各工事ミルシ－ト 
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   3. 各試験デ－タ及び配合表、記録測定表 

   4. 各保証書（３年以上のもの） 

   5. 各官公庁検査合格書 

   6. カギリスト及び属品（プラスチック名札付）（キ－ボックス収納とする。） 

   7. 下請業者住所、氏名、電話記入一覧表 

   8. 下請基本契約書、請書、下請約款（その都度） 

   9. 各器具、機械取扱い説明書及びカタログ 

  10. 使用上、保守管理上の注意事項記載書 

  11. その他必要と認めたもの 

２３. 使用木材について 

木材の使用にあたっては、鶴岡市林業の振興に寄与するようつとめること。杉材については、原則と

して鶴岡市内で産出された木材を使用することとし、産地証明書を提出すること。 

２４. 協力業者の選定及び仕様資器材の調達について 

協力業者の選定及び使用資器材、労務の調達にあたっては地元業者を優先し、鶴岡市産業、経済の振

興に寄与するようにつとめること。 

尚、下請契約の締結においては、事前にその内容等について、監督職員の承諾を必要とするので、一

般事項第４項を遵守のこととし、資器材の購入先、品質、規格の選定においても同様とする。 

２５. 施工体制台帳等の整備について 

施工体制台帳を作成し備え置き、発注者から請求があったときは、閲覧に供すること。また施工体系

図を作成し工事現場に掲示すること。 

２６. 工事に伴う発生材の処理について 

工事に伴う発生材の処理については、建設リサイクル法（平成１４年５月３０日施行）、廃棄物の処

理及び清掃に関する法律、建設副産物適正処理推進要綱その他関係法令に従い、適切に処理すること。 

２７. 工事実績情報の登録について 

受注者は、当初契約時または変更契約等において工事請負代金額が500万円以上の工事については、

工事実 績情報サービス（CORINS）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として｢登録

のための確認のお願い｣を作成し監督職員の承諾を受けたうえ、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝

日を除き１０日以内に、完成時は工事完成後１０日以内に、訂正時は適宜、登録機関に登録申請しなけ

ればならない。 

登録対象は、工事請負代金額５００万円以上の全ての工事とし、受注・変更・完成・訂正時にそれぞ

れ登録するものとする。 

なお、変更登録時は、工期、技術者に変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金額のみ変更の

場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事請負代金額 2,500万円を超えて変更する場合

には変更時登録するものとする。 

また、登録機関発行の｢登録内容確認書｣が請負者に届いた際には、その写しを直ちに監督職員に提出

しなければならない。 

２８. 再生資源利用計画（実施書）及び再生資源利用促進計画書（実施書）の作成 

当初契約時または変更契約時において、工事請負代金額が１００万円以上の工事について、工事着手

前に｢再生利用資源計画書及び再生資源利用促進計画書｣を作成し、監督職員に提出すること。また、工

事完了時には｢再生資源利用実施書及び再生資源利用促進実施書｣、｢建設廃棄物処理結果報告書｣を作成

し、監督職員に提出すること。 
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２９. その他 

1) その他特記なき細部については設計図書、公共建築工事標準仕様書及び同施工要領書、建築物解体

工事共通仕様書を熟読のうえ遵守のこと。 

2) 内訳明細書及び工程表等は契約約款第３条により契約締結後７日以内に提出すること。 

３０. 契約 

受注は、契約決定通知を受けた後すみやかに契約を締結する。 

３１. 質問について 

質問事項をＡ４版中央左半分使用記入（右半分は回答欄として空白とすること）コピーのできる用紙 

に記入して提出のこと。 提出、回答日時は、別表記載の通り 

３２. 入札書 

入札書の様式、記載要領は別紙の通り。 

３３. 入札要領 

入札時共同企業体として入札の場合は各委任事項については、特に留意すること。 

３４. 連絡（統一） 

発注者から共同企業体代表者へ工事関係の通知指示等をした場合は、各構成員にも通知したことにな 

るので留意のこと（市契約約款第１条第１２項）。 

３５. 問い合わせ 

入札要領手続等に関しては随時下記で受け付ける。 

鶴岡市立荘内病院総務課施設係 （０２３５）２６－５１１１（内線６３２４） 

 

〈適用範囲〉 

1. 一般事項の１７項及び現場事項の３２、３３項は、当該工事について、事前に共同企業体の結成が

承認された共同企業体に適用する。 

2. 一般事項の１４項及び現場事項の１７項、１８項は、該当する工事がある場合に適用する。 

【別表】 

 年 月 日 時 間 場 所 

入
札
期
日 

建築工事    

電気設備工事 令和４年８月  日 午前 ９時００分 荘内病院 総務課 

管工事    

質問書受付期間 令和４年 ８月  日 午前９時まで担当課で文書にて受付する。 

回答書閲覧期間 令和元年 ８月  日 午後３時から文書で回答する。 

支 払 区 分 表 

工種＼区分 前金払 中間前金払 部分払 摘 要 

建築工事 ４年度     

電気設備工事 
４年度 あり なし なし  

５年度 なし あり なし  

管工事 ４年度     

1.前金払いは請負代金額の４/１０以内とする。（鶴岡市建設工事請負契約約款第３６条を適用） 

2.中間前金払いは.請負代金額の２/１０以内とする。 

（鶴岡市建設工事請負契約約款第３６条第３項及び第４項を適用） 

 


